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【緒言】ガラスは低コスト、大型化・形状加工の容易さ等の利点から、近年シンチレータ材料と

しての研究が活発に行われている[1]。SiO2や B2O3等の様々なガラスが存在する中、TeO2ガラス

は上述のガラスと比較して高い実効原子番号及び低い格子振動エネルギーを有するため、高検出

効率及び高効率な発光を示すガラス材料として期待される。これまでの研究で、我々は Eu3+やNd3+、

Dy3+を添加した TeO2 ガラスのシンチレーション特性探索を行ってき

た一方、Tb3+を添加した TeO2のシンチレーション特性評価はこれまで

行っていない。Tb3+は、4f-4f遷移に由来する可視領域の発光を示すこ

とが知られており、この発光は光電子増倍管による検出に適している。

本研究では、Tb3+を添加した 80TeO2–5Al2O3–(15-x)Ta2O5–xTb4O7 (x = 

0.1, 0.5, 1.0)ガラスを作製し、そのシンチレーション特性を評価した。 

 [実験方法] TeO2, Al2O3, Ta2O5, Tb4O7粉末を組成比通りに均一に混合

後、950°C で 60分間加熱した。その後、300°C のステンレス板に流し

込み、冷却・成形してガラス試料を得た。得られた試料について、シ

ンチレーションスペクトル及び時間プロファイル測定を行った。 

[実験結果]図 1 に各サンプルの X 線照射下のシンチレーションスペク

トルを示す。Tb3+の 4f-4f遷移に由来するピークが 490, 540, 590, 615 nm

において観測された。1.0% Tb 添加サンプルが最も高い強度を示した

[2]。図 2に各サンプルの X 線照射下のシンチレーション時間プロファ

イルを示す。0.1–1.0%Tb添加サンプルの第 2成分において Tb3+の 4f-4f

遷移由来の成分が観測された。その寿命はそれぞれ、1.0 ms (Tb:0.1%) 

0.90 ms (Tb:0.5%), 0.95 ms (Tb:1.0%)であった。本講演では、蛍光特性

およびシンチレーション特性をより詳細に議論する。 
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  Fig.1 Scintillation spectra. 

 

Fig.2 Scintillation decay profile. 
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